
広域避難(荒川氾濫時水害想定)訓練について 

 

アンケートより 

・水害に特化して訓練を行ったほうが役立つ。 

・他の施設の見学が勉強になった。 

・交流までいかなくても、顔を知れるだけでもよい。 

・午前か午後どちらか１回のほうが負担がかからない。 

・避難元の住民の理解が足りていない。周知が必要。 

・訓練の回数を増やしたり、検討会をしてほしい。 

 

次年度に向けての課題 

 ・広域避難について、理解が進んでいない。 

 ・顔合わせが重要であるが、多数の自治会が集まるため、連絡手段や日程調整などが複雑。 

 ・水害に特化した訓練のほうが役に立つが、負担が増える。 

 

令和６年度の訓練について（案） 

 

○訓練日については、地震想定の訓練と同日又は水害想定の訓練を別日に行うこととする。 

広域避難時の避難所運営委員会にて決定。 

 

○広域避難の運営委員会を年３回程度行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○広域避難の勉強会の開催 

 避難元自治会の理解を深めるために、勉強会を開催する。 

 避難元自治会以外でも出席可能。 

 併せて、広域避難の訓練内容についても検討する場としたい。（どのような訓練が必要か） 

 ６月から８月の、平日の昼の時間帯で、区役所にて開催を検討。 

 希望があれば、勉強会後に訓練の打ち合わせなどをしていただく事も可能。 

 

第１回

避難所運営委員会

（訓練説明会日）

各自治会に持ち帰り

報告

訓練当日

第２回

避難所運営委員会

各自治会で

反省会

第３回

避難所運営委員会

（訓練報告会日）

各運営委員会は、訓練説明会、訓練当日、訓練

報告会の日に行うことで、日程調整などの負担

を減らすことが出来ると考えていますが、運営

リーダー、職員班長、防災アドバイザー以外の

出席者の都合もあると思いますので、説明会や

報告会時に日程調整していただき、別日に開催

することも可能です。 

会議室は区で提供いたします。(希望日に会議

室が空いている場合に限ります) 

資料６ 



参考　白幡中学校避難所施設との協議事項抜粋












